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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、LaMnO3 系ペロブスカイト型酸化物の乾燥 C3H8 を直接、燃料に用いる SOFC のア

ノード特性の向上を添加物と酸素イオン伝導性酸化物の混合により検討したもので、これらの成

果は、電気化学的なエネルギー発生分野の発展に大きく貢献するものであり、材料化学の分野で

寄与するところが極めて大きい。よって本論文は、博士（工学）の学位論文に値するものと認め

る。 
 
 

 
 


